
    第 118期 第 1回 東京奄美会（拡大）役員会議事録 

 

日  時：平成 27年 12月 5日（土）１３時３０分～１４時１５分 

場  所：三州倶楽部２F 

議事進行：中濱事務局長 

記  録：外内(書記担当) 

 

〇森会長あいさつ（要旨） 

役員の皆様の本日のご参集、並びに日頃奄美会行事に対するご協力に謝す。郷

土表敬訪問の折には、各市町村から望外な歓待を受け、身に余る光栄で大変感謝

している。本日出席されている皆様からも各市町村に対し謝意を申し伝えてい

ただきたい。 

各市町村との意見交換を行ったことにより、島の現状がよく理解でき、東京奄美

会としても何ができるか考えていきたい。 

 

〇役員交代について（中濱事務局長） 

11 月 8 日（日）に開催された東京与論会で同会の幹事長が「前田文雄氏」に

交代したことの紹介。 

 

■ 協議事項 

１． 平成 28年新年賀詞交歓会開催の件（花岡幹事長） 

○ 日時、場所、会費、式辞 演芸の部について資料に基づき説明がなされ、

提案通り承認。 

   日時  平成 28年 1月 17日（日）  11時 00分～16時 30分 

   場所  上野精養軒 

 

※ 奄美市長に対し、奄美群島広域組合管理者という役職を付与するので

あれば、伊仙町長に対しても、奄美群島市町村会会長という役名を付記

すべきではないかという発言があり、付記して発送することに決定する。 

 

２． 第 118期 総会・芸能祭開催の件 

○ 日時、場所、芸能祭は従来通り実行委員会方式を持って運営していきたい

旨、説明があり、承認された。 

    日時 平成 28年 10月 30日（日） 

    場所 品川区公民会館 きゅりあん 



■報告関係 

１．第 117期 総会・大運動会の総括（中濱事務事長） 

参加者 500 余名が集い、天候にも恵まれ大きな事故・苦情等も無く実施す

ることができた。青年部及び女性部の活躍、各郷友会役員のご協力に感謝した

い。結果としては、沖州・与論会の連合チームの優勝であった。 

 

２．  同   収支関係の報告（千葉会計長） 

資料に基づき大運動会にかかる収支の報告あり。余剰金 124,655 円は一般

会計に繰り入れた旨の報告あり。 

 

３、郷土表敬訪問実施結果について（花岡幹事長） 

資料に基づき説明があり、以下追加説明があった。 

１）喜界島では、日本一長寿者である“田島ナビさん 115 歳”を訪問し、

お祝い金を渡してきたこと。 

２）各市町村からは、人口減少問題を切実な問題としてとらえており、相当

前向きな取り組みを行っていた。 

３）現在奄美では、ミカンコミバの発生が死活問題である。柑橘類の島外搬

出が禁止されている。物販会等で支障を来すので一日も早い収束されんこ

とを期待したい。 

４）表敬訪問は、「4年に 1回」ということで、今回は 10日間の長旅となっ

たが、通しで実施した場合、土日を避けられないことから最短の日程であ

ろう。10日間という日程では費用・休暇の取得という面から考えると、相

当な負担感がある。したがってコースと実施年を複数年に分けることも一

案である。 

 

４、文化広報部報告（竹内文化広報部長） 

１１月８日に行われた与論会への参加に対する謝意。 

最初に奄美会ホームページの説明があり、是非見て欲し旨要望があった。 

文化広報部の活動について、２ヶ月に一度の会議が行われ、現在は広報部の規

約の草案がまとめられ、来年２月の役員会で審議される予定なので宜しく願い

たいとの事。 

 

５、青年部報告（大山副部長） 

運動会の協力に対する謝意。反省点等については、次回の運動会に反映させ

たい。ソフトボール大会は８チームで行われたこと、忘年会は１２月１２日に

予定している事。 



 

６、女性部報告（露崎副部長）１１月７日に実施された女性部会の内容につい

て報告。 

７、松原奄美市事務所長 

１）郷土訪問に対する謝意。１１月中旬に奄振の陳情で市町村長が見え要 

望書を提出 

２）ミカンコバエでかなりのダメージが出ており、深刻な状況であること 

（生産者７億、流通業者１億、加工業者他２億、計１０億）の被害額であ 

ること、農林水産大臣に陳情していること、の説明 

３）１２月１３日 NHKの８時２５分に放映される”さきドリ”で奄美の情報 

産業に対する取組の内容について放映される旨の紹介 

                                以上 


